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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に挿入される挿入部の挿入方向の先端に前記被検体内を観察する対物レンズと
前記被検体内に照明光を出射する照明光出射部材とが設けられた内視鏡に対し着脱自在で
あって、装着後、前記挿入部の外周に回動自在に被覆されるシース本体を具備する内視鏡
用シースであって、
　前記シース本体の前記挿入方向の先端に設けられたプリズムは、前記シース本体が前記
挿入部の外周に被覆された際、少なくとも前記対物レンズの前面を覆う大きさに形成され
ているとともに、前記シース本体の回動に伴い、前記対物レンズの前記前面を覆うととも
に前記対物レンズの視野範囲内に位置する第１の位置と、前記対物レンズの視野範囲外に
位置する第２の位置とに回動自在であり、
　前記プリズムは、該プリズムが前記第１の位置に回動された際、前記対物レンズの視野
方向を、前記照明光出射部材から前記被検体内に出射される前記照明光の光軸側に偏向さ
せるとともに、前記対物レンズの前面とは別途に前記照明光出射部材の前面を覆う大きさ
に形成されており、
　前記第２の位置は、前記プリズムが前記照明光出射部材の前記前面を覆う位置であり、
　前記プリズムは、該プリズムが前記第２の位置に回動された際、前記照明光の出射方向
を前記対物レンズの光軸側に偏向させることを特徴とする内視鏡用シース。
【請求項２】
　前記シース本体の前記先端に、前記プリズムとともに前記先端を塞ぐとともに、前記シ
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ース本体の回動に伴い前記プリズムとともに回動する平板レンズが設けられており、
　前記平板レンズと前記プリズムとの境に遮光部材が設けられていることを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡用シース。
【請求項３】
　前記シース本体の前記挿入方向の基端側の部位に、前記内視鏡の操作部に固定されるこ
とにより、前記挿入部に対して前記シース本体の前記挿入方向及び回動方向の位置を固定
する内視鏡固定部が設けられており、
　前記内視鏡固定部に設けられた前記シース本体の回動位置固定機構により、前記プリズ
ムは前記第１の位置または前記第２の位置に位置決めされることを特徴とする請求項２に
記載の内視鏡用シース。
【請求項４】
　前記シース本体が前記挿入部の外周に被覆された際、前記挿入部の外周と前記シース本
体の内周との間に、前記プリズムと前記対物レンズ及び前記照明光出射部材との間に液体
を供給する液体供給路が形成されることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載
の内視鏡用シース。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の前記内視鏡用シースと、
　前記内視鏡と、
　を具備することを特徴とする内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に対し着脱自在であって、装着後、内視鏡の挿入部の外周に回動自在
に被覆されるシース本体を具備する内視鏡用シース、内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡は、医療分野において広く利用されている。内視鏡は、細長い挿入部を被
検体内に挿入することによって、被検体内を観察することができる。
【０００３】
　また、内視鏡としては、挿入部の挿入方向の先端側（以下、単に先端側と称す）に設け
られた先端部の先端面よりも挿入方向の前方（以下、単に前方と称す）の被検部位を観察
する直視用の内視鏡や、先端面よりも斜め前方を観察する斜視用の内視鏡等が周知であり
、直視用の内視鏡、斜視用の内視鏡は、被検体内における被検部位の位置により選択的に
用いられる。尚、内視鏡によっては、例えば既知の腹腔鏡のように、操作部に対して、直
視用の挿入部と斜視用の挿入部とが選択的に着脱自在な構成も周知である。
【０００４】
　さらに、直視用の内視鏡、斜視用の内視鏡としては、挿入部が可撓性を有する軟性鏡や
、挿入部が硬質な硬性鏡が周知であり、軟性鏡、硬性鏡は、被検体における挿入対象部位
に応じて選択的に用いられる。
【０００５】
　また、軟性鏡においては、挿入部において先端部よりも挿入方向の基端側（以下、単に
基端側と称す）に複数方向に湾曲自在な湾曲部が設けられた構成が周知であり、湾曲部が
湾曲操作されることにより、直視用の内視鏡であっても先端面よりも斜め前方を観察でき
る構成が周知である。
【０００６】
　また、特許文献１には、直視用の内視鏡の挿入部の外周に被覆後、シースの挿入方向の
先端（以下、単に先端と称す）に設けられた該先端を塞ぐプリズムが内視鏡における挿入
部の先端部の先端面に設けられた対物レンズに対向して位置することにより、プリズムが
対物レンズの光軸を曲折することによって、対物レンズよりも前方（以下、直視方向と称
す）を観察する直視用の内視鏡であっても挿入部の外周にシースを被覆するのみで対物レ
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ンズよりも斜め前方（以下、斜視方向と称す）を観察できる内視鏡システムの構成が開示
されている。
【０００７】
　尚、シースは、硬性鏡に限定されず、軟性鏡であっても利用可能であることが周知であ
り、軟性鏡の挿入部に湾曲部が設けられている構成においては、プリズム付きシースは、
視野方向を可変する他、湾曲部を保護するよう機能する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平７－１３０８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、被検体内に直視用の内視鏡における硬質な挿入部を挿入して直視方向を観察
している際、または被検体における湾曲部が湾曲できないような細径の管腔内に直視用の
内視鏡における可撓性を有する挿入部を挿入して直視方向を観察している際、斜視方向に
視野方向を切り換える必要が生じる場合がある。
【００１０】
　この場合、従来においては、被検体内から一旦、直視用の内視鏡の挿入部を抜去し、再
度、斜視用の内視鏡の挿入部を挿入しなければならず、作業者にとって大変煩雑であると
いった問題があった。尚、この問題は、操作部に対して直視用の挿入部から斜視用の挿入
部に付け替えることが可能な内視鏡の場合であっても同様であり、さらに、斜視用の内視
鏡から直視用の内視鏡に入れ換える場合であっても同様である。
【００１１】
　さらに、この問題は、特許文献１に開示された構成であっても同様であり、被検体内か
ら一旦、直視用の内視鏡の挿入部を抜去し、直視用の内視鏡の挿入部の外周にシースを被
覆した後、再度、被検体にシースとともに直視用の内視鏡の挿入部を挿入しなければなら
ず、または、一度、被検体内からシースとともに直視用の内視鏡の挿入部を抜去した後、
再度、シースを外した直視用の内視鏡の挿入部のみを挿入しなければならず大変煩雑であ
った。
【００１２】
　また、特許文献１に開示された構成においては、プリズムがシースの先端を塞いでいる
ことから、プリズムが挿入部における先端部の先端面に設けられた照明光出射部材、例え
ば照明用レンズにも対向して位置するため、対物レンズの視野方向と照明光の光軸を平行
に保ったまま対物レンズの視野方向及び照明光の光軸を斜視に変換することができるが、
その反面、照明用レンズから出射された照明光がプリズムにて反射され対物レンズに入光
されてしまい、レンズフレアが生じてしまうといった問題があった。さらに、細径の管腔
内で観察する場合、対物レンズと照明用レンズとの間隔及び、照明光の光軸から周辺に離
間するほど照射光量が低下することに起因して生じる視野内の照明ムラにより、暗い部分
が生じて観察がしにくいという問題もあった。
【００１３】
　本発明は、上記問題点に鑑みなされたものであり、簡単な構成にて、被検体内において
対物レンズの視野方向を容易に直視方向から斜視方向に切り換え可能であるとともに、照
明光出射部材から出射された照明光が対物レンズに入光してしまうことを確実に防ぐこと
ができ、視野方向を切り換えても明るい視野を確保できる内視鏡用シース、内視鏡システ
ムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するため本発明の一態様による内視鏡用シースは、被検体内に挿入され
る挿入部の挿入方向の先端に前記被検体内を観察する対物レンズと前記被検体内に照明光
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を出射する照明光出射部材とが設けられた内視鏡に対し着脱自在であって、装着後、前記
挿入部の外周に回動自在に被覆されるシース本体を具備する内視鏡用シースであって、
　前記シース本体の前記挿入方向の先端に設けられたプリズムは、前記シース本体が前記
挿入部の外周に被覆された際、少なくとも前記対物レンズの前面を覆う大きさに形成され
ているとともに、前記シース本体の回動に伴い、前記対物レンズの前記前面を覆うととも
に前記対物レンズの視野範囲内に位置する第１の位置と、前記対物レンズの視野範囲外に
位置する第２の位置とに回動自在であり、前記プリズムは、該プリズムが前記第１の位置
に回動された際、前記対物レンズの視野方向を、前記照明光出射部材から前記被検体内に
出射される前記照明光の光軸側に偏向させる。
【００１５】
　また、本発明の一態様による内視鏡システムは、請求項１～４のいずれか１項に記載の
前記内視鏡用シースと、前記内視鏡と、を具備する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、簡単な構成にて、被検体内において対物レンズの視野方向を容易に直
視方向から斜視方向に切り換え可能であるとともに、照明光出射部材から出射された照明
光が対物レンズに入光してしまうことを確実に防ぐことができ、視野方向を切り換えても
明るい視野を確保できる内視鏡用シース、内視鏡システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】第１実施の形態の内視鏡用シースを具備する内視鏡システムの構成を概略的に示
す図
【図２】図１の挿入部が外された内視鏡の操作部から内視鏡用シースを取り外した状態を
概略的に示す部分分解斜視図
【図３】図２の内視鏡用シースの内視鏡固定部に設けられたカム溝に内視鏡の操作部に設
けられたピンが嵌入し、ピンがカム溝内を移動する状態を概略的に示す図
【図４】図１の内視鏡用シースのシース本体の先端に設けられたプリズムが、第１の位置
まで回動された状態を内視鏡の挿入部とともに示す部分斜視図
【図５】図４中のV-V線に沿ってシース本体及びプリズムのみを断面にして示す内視鏡シ
ステムの部分断面図
【図６】図４のプリズムが第２の位置まで回動された状態を内視鏡の挿入部とともに示す
部分斜視図
【図７】図６中のVII-VII線に沿ってシース本体及びプリズムのみを断面にして示す内視
鏡システムの部分断面図
【図８】第２実施の形態の内視鏡用シースのシース本体の先端に設けられたプリズムが、
第１の位置まで回動された状態を内視鏡の挿入部とともに示す部分斜視図
【図９】図８中のIX-IX線に沿ってシース本体及びプリズム、平板レンズのみを断面にし
て示す内視鏡システムの部分断面図
【図１０】図８のプリズムが第２の位置まで回動された状態を内視鏡の挿入部とともに示
す部分斜視図
【図１１】図１１は、図１０中のXI-XI線に沿ってシース本体及びプリズム、平板レンズ
のみを断面にして示す内視鏡システムの部分断面図
【図１２】図９の内視鏡の挿入部の先端面とプリズム及び平板レンズとの間に間隙が形成
されてしまった変形例をシース本体、プリズム、平板レンズのみを断面にして示す内視鏡
システムの部分断面図
【図１３】シース本体の先端に対し、シース本体の先端よりも前方に突出するようプリズ
ムを固定した変形例を示す断面図
【図１４】第３実施の形態の内視鏡用シースのシース本体の先端に設けられたプリズムが
、第１の位置まで回動された状態をシース本体及びプリズム、平板レンズのみを断面にし
て示す内視鏡システムの部分断面図
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【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
（第１実施の形態）
　図１は、本実施の形態の内視鏡用シースを具備する内視鏡システムの構成を概略的に示
す図、図２は、図１の挿入部が外された内視鏡の操作部から内視鏡用シースを取り外した
状態を概略的に示す部分分解斜視図、図３は、図２の内視鏡用シースの内視鏡固定部に設
けられたカム溝に内視鏡の操作部に設けられたピンが嵌入し、ピンがカム溝内を移動する
状態を概略的に示す図である。
【００１９】
　また、図４は、図１の内視鏡用シースのシース本体の先端に設けられたプリズムが、第
１の位置まで回動された状態を内視鏡の挿入部とともに示す部分斜視図、図５は、図４中
のV-V線に沿ってシース本体及びプリズムのみを断面にして示す内視鏡システムの部分断
面図である。
【００２０】
　さらに、図６は、図４のプリズムが第２の位置まで回動された状態を内視鏡の挿入部と
ともに示す部分斜視図、図７は、図６中のVII-VII線に沿ってシース本体及びプリズムの
みを断面にして示す内視鏡システムの部分断面図である。
【００２１】
　尚、以下に示す本実施の形態においては、内視鏡は、操作部に対して硬質な挿入部が着
脱自在に構成された内視鏡を例に挙げて説明する。
【００２２】
　図１に示すように、内視鏡システム１００は、内視鏡用シース１と、内視鏡１０とを具
備して主要部が構成されている。
【００２３】
　内視鏡１０は、被検体内に挿入される挿入方向Ｓに沿って細長であるとともに硬質な挿
入部１２と、該挿入部１２の挿入方向Ｓの基端（以下、単に基端と称す）が着脱自在な操
作部１１とを具備して主要部が構成されている。
【００２４】
　尚、挿入部１２の基端は、操作部１１の先端に設けられた挿入部１２よりも大径な取り
付け部１１ｔに対して着脱自在となっている。また、図２に示すように、取り付け部１１
ｔの外周面１１ｔｇには、該外周面１１ｔｇから起立するピン１５が設けられている。
【００２５】
　また、図５、図７に示すように、挿入部１２の先端内に、被検体内を撮像する撮像ユニ
ット１９が設けられている。撮像ユニット１９からは該撮像ユニット１９によって撮像さ
れた撮像信号を伝送する撮像ケーブル２０が延出されており、該撮像ケーブル２０は挿入
部１２内に挿通され、操作部１１を介して内視鏡１０の外部装置に接続されている。
【００２６】
　また、撮像ユニット１９は、被検体内を観察する対物レンズ１９ａを具備しており、該
対物レンズ１９ａは、前面１９ａｓが図４～図７に示すように、挿入部１２の先端面１２
ｓに露出されるよう設けられている。尚、図４、図６においては、対物レンズ１９ａの平
面形状は円形を有しているが、円形に限定されない。
【００２７】
　さらに、図４～図７に示すように、挿入部１２の先端内に、被検体内に照明光を出射す
る照明光出射部材である照明用レンズ１７が、該照明用レンズ１７の前面１７ｓが先端面
１２ｓに露出されるよう、例えば２つ設けられている。尚、照明用レンズ１７の個数は２
個に限定されない。また、図４、図６においては、照明用レンズ１７の平面形状は円形を
有しているが、円形に限定されない。
【００２８】
　照明用レンズ１７には、挿入部１２内に挿通されたライトガイド１８を介して、内視鏡
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１０外に設けられた光源装置から供給された照明光が伝達される。
【００２９】
　即ち、内視鏡１０は、挿入部１２の先端面１２ｓに対物レンズ１９ａ及び照明用レンズ
１７が露出された直視用の内視鏡である。尚、その他の内視鏡１０の構成は、通常の直視
型の内視鏡と同じであるため、その説明は省略する。
【００３０】
　また、本実施の形態においては、照明光出射部材は、ライトガイド１８によって照明光
が伝達される照明用レンズ１７を例に挙げて示したが、これに限らず、ＬＥＤ等の発光素
子であっても構わない。
【００３１】
　図１、図２に示すように、内視鏡用シース１は、挿入部１２の外周に被覆自在なシース
本体２と、該シース本体２の基端側部位にシース本体２と一体的に設けられるとともに内
視鏡１０の取り付け部１１ｔの外周に対して着脱自在な内視鏡固定部３とを具備して主要
部が構成されている。
【００３２】
　シース本体２は、内視鏡固定部３が取り付け部１１ｔに装着後、挿入部１２の外周に対
し、挿入方向Ｓの前後に移動自在かつ周方向Ｃに回動自在に被覆自在であるとともに、挿
入方向Ｓに沿って細長な円筒状にフッ素ゴム、シリコンゴム等から形成されている。
【００３３】
　尚、シース本体２は、ゴムの硬度を可変することにより、硬質に形成されていても柔ら
かく形成されていても構わない。また、シース本体２の硬度は、被覆する挿入部１２が硬
質に形成されているか可撓性を有して形成されているかを問わないが、挿入部１２が既知
の湾曲部を有している場合は、シース本体２を被覆した後であっても湾曲部が湾曲できる
よう、シース本体２は柔らかく形成されてもよい。
【００３４】
　また、シース本体２の先端は、図４、図６に示すように、シース本体２が挿入部１２の
外周に被覆され内視鏡固定部３が取り付け部１１ｔに装着され固定された後、先端面１２
ｓよりも所定の長さ前方に突出して位置する。
【００３５】
　さらに、シース本体２の先端内には、図４～図７に示すように、シース本体２が挿入部
１２の外周に被覆され内視鏡固定部３が取り付け部１１ｔに装着され固定された後、少な
くとも対物レンズ１９ａの前面１９ａｓを覆うことができる大きさ、より具体的には、対
物レンズ１９ａの前面１９ａｓを覆うことができるとともに、対物レンズ１９ａの前面１
９ａｓとは別に２個の照明用レンズ１７の各前面１７ｓを同時に覆うことができる大きさ
に形成されたプリズム３０が固定されている。
【００３６】
　尚、プリズム３０は、挿入方向Ｓにおいて、挿入部１２の先端面１２ｓからシース本体
２の先端までの厚みに形成されており、前面３０ｓは、光軸を偏向できるよう傾斜面に形
成されている。
【００３７】
　また、プリズム３０は、照明用レンズ１７が１個の場合には、１個の照明用レンズ１７
の前面１７ｓを覆うことができる大きさに形成されていれば良く、３個以上設けられてい
る場合には、３個以上、同時に各前面１７ｓを覆うことができる大きさに形成されていれ
ば良い。よって、本実施の形態においては、複数の照明用レンズ１７の前面１７ｓを１個
のプリズム３０によって覆うことができるよう、先端面１２ｓに照明用レンズ１７を複数
設ける場合には、密集して設けている必要がある。
【００３８】
　また、プリズム３０は、内視鏡用シース１の回動に伴い、図４、図５に示すよう、対物
レンズ１９ａの前面１９ａｓのみを覆うとともに対物レンズ１９ａの視野範囲内に位置す
る第１の位置と、図６、図７に示すように、対物レンズ１９ａの視野範囲外、具体的には
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、２個の照明用レンズ１７の各前面１７ｓのみを同時に覆う第２の位置とに回動自在とな
っている。
【００３９】
　また、プリズム３０は、シース本体２が挿入部１２の外周に被覆され内視鏡固定部３が
取り付け部１１ｔに装着され固定された後、先端面１２ｓに当接するよう位置することが
好ましい。
【００４０】
　これは、プリズム３０が第１の位置に回動された際、プリズム３０と対物レンズ１９ａ
の前面１９ａｓとの間にわずかな間隙が生じていると、対物レンズ１９ａによって観察さ
れた像に、既知のニュートンリングが発生してしまう可能性があるためである。
【００４１】
　尚、プリズム３０は、シース本体２が挿入部１２の外周に被覆され内視鏡固定部３が取
り付け部１１ｔに装着され固定された後、シース本体２が柔らかく形成されている場合に
は、シース本体２の弾性力によりシース本体２が後方に押圧されることによって先端面１
２ｓに密着し、シース本体２が硬質に形成されている場合には、図１に示すように、内視
鏡固定部３内の後述する貫通孔３ｈａによって形成された内周面３ｎにおいて基端の段部
３ｎｄに設けられたＯリング５の弾性力によりシース本体２が後方に押圧されることによ
って先端面１２ｓに密着する。Ｏリング５は、挿入部１２の外周面１２ｇに当接すること
により、挿入部１２の外周面１２ｇとシース本体２の内周面２ｎとの間を水密気密に封止
するものでもある。
【００４２】
　よって、シース本体２は、該シース本体２が挿入部１２の外周に被覆され内視鏡固定部
３が取り付け部１１ｔに装着され固定された後、プリズム３０が先端面１２ｓに密着する
長さに挿入方向Ｓにおいて形成されている。
【００４３】
　プリズム３０は、内視鏡用シース１の回動とともに、図４、図５に示す第１の位置に回
動された際、図５に示すように、対物レンズ１９ａの視野方向Ｌ１を、照明用レンズ１７
から被検体内へと出射される照明光の光軸側、即ち、照明光の光束Ｌ２側に偏向させると
ともに、図６、図７に示す第２の位置に回動された際、図７に示すように照明用レンズ１
７から被検体内へと出射される照明光の光束Ｌ２の出射方向を、対物レンズ１９ａの光軸
側、即ち、対物レンズ１９ａの視野方向Ｌ１側に偏向させるものである。
【００４４】
　即ち、プリズム３０は、本実施の形態においては、前面３０ｓが、図４、図５に示す第
１の位置に回動された際には、図５に示すように、対物レンズ１９ａの視野方向Ｌ１を照
明用レンズ１７から被検体内へと出射される照明光の光軸側、即ち、照明光の光束Ｌ２側
に偏向させる傾斜面形状に形成されているとともに、図６、図７に示す第２の位置に回動
された際には、図７に示すように照明用レンズ１７から被検体内へと出射される照明光の
光束Ｌ２の出射方向を、対物レンズ１９ａの光軸側、即ち、対物レンズ１９ａの視野方向
Ｌ１側に偏向させる傾斜面形状に形成されている。
【００４５】
　尚、プリズム３０は、第１の位置に回動された際、対物レンズ１９ａの視野方向Ｌ１を
、照明用レンズ１７から被検体内へと出射される照明光の光軸側に偏向させるとともに、
第２の位置に回動された際、照明用レンズ１７から被検体内へと出射される照明光の光束
Ｌ２の出射方向を、対物レンズ１９ａの光軸側に偏向させることができるのであれば、前
面３０ｓが傾斜面に形成されていなくとも良く、上述の作用を有する既知のフレネルプリ
ズムから構成されていても構わない。
【００４６】
　内視鏡固定部３は、シース本体２よりも大径に形成されているとともに、内部にそれぞ
れ挿入方向Ｓに沿った貫通孔３ｈａと、該貫通孔３ｈａに連通する貫通孔３ｈｂとを有す
る。
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【００４７】
　貫通孔３ｈａによって形成された内視鏡固定部３の内周面３ｎの基端には、Ｏリング５
が設けられる段部３ｎｄが形成されており、内周面３ｎにおける段部３ｎｄよりも前方部
位には、シース本体２の基端側の外周面２ｇが固定されている。このことにより、シース
本体２と内視鏡固定部３とは一体的に形成されており、内視鏡固定部３もシース本体２と
一体的に回動自在となっている。
【００４８】
　貫通孔３ｈｂには、内視鏡固定部３を取り付け部１１ｔに装着する際、取り付け部１１
ｔの先端側が挿通自在となっている。
【００４９】
　また、図２に示すように、内視鏡固定部３の外周面に、貫通孔３ｈｂに連通するととも
に平面形状が略Ｌ字状の回動位置固定機構であるカム溝６が形成されている。
【００５０】
　具体的には、カム溝６は、内視鏡固定部３の基端に開口するとともに挿入方向Ｓに沿っ
て所定の長さを有する直行部６ａと、該直行部６ａの先端から周方向Ｃに沿って所定の長
さ延出する横行部６ｂと、横行部６ｂの周方向Ｃの中途位置から挿入方向Ｓの後方に突出
する第１の段部６ｃと、横行部６ｂの延出端から挿入方向Ｓの後方に突出する第２の段部
６ｄとを具備して主要部が構成されている。
【００５１】
　カム溝６は、図３に示すように、内視鏡１０の操作部１１の取り付け部１１ｔの外周面
１１ｔｇから起立するピン１５が嵌入する溝である。
【００５２】
　尚、取り付け部１１ｔに対して内視鏡固定部３を固定する際は、周方向Ｃにおいてピン
１５とカム溝６の直行部６ａとを位置合わせした後、取り付け部１１ｔに対して内視鏡固
定部３を後方へ移動させる、または内視鏡固定部３に対して取り付け部１１ｔを前方へ移
動させると、ピン１５は、直行部６ａに嵌入され、該直行部６ａにおいて直行部６ａの先
端に突き当たるまで移動する。
【００５３】
　その後、取り付け部１１ｔに対して内視鏡固定部３を周方向Ｃにおける一方向へ回転さ
せると、ピン１５は横行部６ｂに嵌入され、該横行部６ｂにおいて横行部６ｂの延出端に
向け周方向Ｃに移動する。尚、内視鏡固定部３の回転に伴い、シース本体２も一方向に回
転する。
【００５４】
　この際、ピン１５が第１の段部６ｃに嵌入されると、プリズム３０が第１の位置におい
て先端面１２ｓに密着し、第１の段部６ｃへのピン１５の嵌入に伴い、取り付け部１１ｔ
に対して内視鏡固定部３及びシース本体２は、挿入方向Ｓの位置が固定されるとともに、
周方向Ｃ、即ち回動方向の位置が固定される。即ち、プリズム３０が第１の位置に位置決
めされる。
【００５５】
　その後、取り付け部１１ｔに対して内視鏡固定部３をさらに周方向Ｃにおける一方向へ
回転させると、横行部６ｂにおいてピン１５が第１の段部６ｃから横行部６ｂの延出端に
向け周方向Ｃに移動する。尚、内視鏡固定部３の回転に伴い、シース本体２もさらに一方
向に回転する。
【００５６】
　この際、ピン１５が第２の段部６ｄに嵌入されると、プリズム３０が第２の位置におい
て再度、先端面１２ｓに密着し、第２の段部６ｄへのピン１５の嵌入に伴い、取り付け部
１１ｔに対して内視鏡固定部３及びシース本体２は、挿入方向Ｓの位置が固定されるとと
もに、周方向Ｃ、即ち回動方向の位置が固定される。即ち、プリズム３０が第２の位置に
位置決めされる。
【００５７】
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　よって、周方向Ｃにおける第１の段部６ｃと第２の段部６ｄの間隔は、プリズム３０の
第１の位置から第２の位置への回動量に一致している。即ち、第１の段部６ｃと第２の段
部６ｄとの間隔を変更することにより、プリズム３０の第１の位置と第２の位置との間の
回動量も変更することが可能となる。これは、先端面１２ｓにおける対物レンズ１９ａ、
照明用レンズ１７の配置位置によって、プリズム３０の回動量が異なるためである。
【００５８】
　尚、取り付け部１１ｔから内視鏡固定部３を取り外す際は、内視鏡固定部３を一方向と
は反対の他方向に回転させることにより、ピン１５が横行部６ｂにおいて第１の段部６ｃ
または第２の段部６ｄから直行部６ａの先端まで移動され、その後、内視鏡固定部３を前
方に移動させる、または取り付け部１１ｔを後方に移動させると、ピン１５が直行部６ａ
において後方に移動し、基端の開口から飛び出ることにより、取り付け部１１ｔから内視
鏡固定部３が取り外される。
【００５９】
　また、以上、内視鏡固定部３の取り付け部１１ｔへの固定構造を示したが、該固定構造
は、上述のものに限定されないことは勿論であり、固定後、取り付け部１１ｔに対して挿
入方向Ｓ及び周方向Ｃにおける内視鏡固定部３の位置が固定できる構造であればどのよう
な構造であっても構わない。
【００６０】
　次に、本実施の形態の作用について簡単に説明する。
【００６１】
　先ず、内視鏡１０を用いて被検体において直視方向を観察する場合においては、内視鏡
用シース１のシース本体２を内視鏡１０の挿入部１２に対して被覆した後、内視鏡固定部
３を内視鏡１０の取り付け部１１ｔに対して取り付け固定する。
【００６２】
　この際、内視鏡固定部３のカム溝６に対して、取り付け部１１ｔのピン１５が、直行部
６ａ及び横行部６ｂを介して第２の段部６ｄに位置するよう、上述したように内視鏡固定
部３を取り付け部１１ｔに対して挿入方向Ｓの後方に移動させるとともに周方向Ｃにおい
て一方向に回転する。
【００６３】
　その結果、プリズム３０が、第２の位置、具体的には、各照明用レンズ１７の前面１７
ｓを覆う位置に位置決めされた状態で、内視鏡用シース１は、内視鏡１０に対して挿入方
向Ｓ及び周方向Ｃに位置決めされる。
【００６４】
　この状態において、内視鏡用シース１が固定された内視鏡１０の挿入部１２を被検体内
に挿入すると、先端面１２ｓに設けられた対物レンズ１９ａにより、対物レンズ１９ａに
おける直視方向の被検体内の被検部位が観察される。
【００６５】
　尚、この際、プリズム３０は、第２の位置に位置決めされていることから、照明用レン
ズ１７から被検体内へと出射される照明光の光束Ｌ２の出射方向を、対物レンズ１９ａの
光軸側に偏向させることができるため、仮に照明用レンズ１７の光束Ｌ２の出射範囲が狭
かったとしても、確実に光束Ｌ２の光軸を対物レンズ１９ａの視野方向Ｌ１に向けること
ができ、対物レンズ１９ａの明るい視野を確実に確保することができる。また、細径の管
腔内で観察する場合、内視鏡１０の対物レンズ１９ａと照明用レンズ１７との間隔が比較
的大きいとしても、本来であればこの間隔に起因して生じる視野内の照明ムラが、光束Ｌ
２の光軸を対物レンズ１９ａの視野方向Ｌ１に向けることにより照明ムラが生じず、明る
い視野を確実に確保することができる。
【００６６】
　次に、被検体内において斜視方向を観察する際は、ピン１５が横行部６ｂにおいて第２
の段部６ｄから第１の段部６ｃまで移動するよう、被検体内において、取り付け部１１ｔ
に対して内視鏡固定部３を他方向に回転させる。
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【００６７】
　その結果、プリズム３０が、第１の位置、具体的には、対物レンズ１９ａの前面１９ａ
ｓを覆う位置に位置決めされた状態で、内視鏡用シース１は、内視鏡１０に対して挿入方
向Ｓ及び周方向Ｃに位置決めされる。
【００６８】
　尚、この際、プリズム３０は、第１の位置に位置決めされていることから、仮に対物レ
ンズ１９ａの視野角が狭かったとしても、対物レンズ１９ａの視野方向Ｌ１を、照明用レ
ンズ１７から被検体内へと出射される照明光の光軸側に偏向させることができることから
、対物レンズ１９ａの観察方向を確実に直視方向から斜視方向に変換することができると
ともに、対物レンズ１９ａの明るい視野を確実に確保することができる。また、細径の管
腔内で観察する場合、内視鏡１０の対物レンズ１９ａと照明用レンズ１７との間隔が比較
的大きいとしても、本来であればこの間隔に起因して生じる視野内の照明ムラが、対物レ
ンズ１９ａの視野方向Ｌ１を光束Ｌ２の光軸に向けることにより照明ムラが生じず、明る
い視野を確実に確保することができる。
【００６９】
　このように本実施の形態においては、内視鏡用シース１のシース本体２の先端内に固定
されたプリズム３０は、内視鏡１０に対して内視鏡用シース１を回動させるのみで、対物
レンズ１９ａの前面１９ａｓを覆う第１の位置と、各照明用レンズ１７の前面１７ｓを覆
う第２の位置とに回動自在であると示した。
【００７０】
　また、プリズム３０は第１の位置まで回動された際、対物レンズ１９ａの視野方向Ｌ１
を、照明用レンズ１７から被検体内へと出射される照明光の光軸側に偏向させるとともに
、第２の位置まで回動された際、照明用レンズ１７から被検体内へと出射される照明光の
光束Ｌ２の出射方向を、対物レンズ１９ａの光軸側に偏向させると示した。
【００７１】
　このことによれば、内視鏡用シース１を内視鏡１０に対して回動させるのみで、プリズ
ム３０を対物レンズ１９ａの視野範囲内と、視野範囲外との間において移動させることが
できるため、対物レンズ１９ａの視野方向を、被検体内から挿入部１２及びシース本体２
を抜去することなく、直視方向と斜視方向とに容易に切り換えることができる。
【００７２】
　また、プリズム３０は第２の位置まで回動された際、照明用レンズ１７から被検体内へ
と出射される照明光の光束Ｌ２の出射方向を、対物レンズ１９ａの光軸側に偏向させるこ
とができるため、確実に光束Ｌ２の光軸を対物レンズ１９ａの視野方向Ｌ１に向けること
ができ、対物レンズ１９ａの均一な明るい視野を確実に確保することができる。
【００７３】
　さらに、第２の位置においては、プリズム３０は、対物レンズ１９ａの前面１９ａｓを
覆っていないことから、照明用レンズ１７から出射された照明光が、プリズム３０によっ
て反射され、対物レンズ１９ａに入光してしまうことがない。
【００７４】
　また、プリズム３０は第１の位置まで回動された際、対物レンズ１９ａの視野方向Ｌ１
を、照明用レンズ１７から被検体内へと出射される照明光の光軸側に偏向させることがで
きることから、対物レンズ１９ａの観察方向を確実に直視方向から斜視方向に変換するこ
とができるとともに、対物レンズ１９ａの明るい視野を確実に確保することができる。
【００７５】
　さらに、第１の位置においては、プリズム３０は、各照明用レンズ１７の前面１７ｓを
覆っていないことから、照明用レンズ１７から出射された照明光が、プリズム３０によっ
て反射され、対物レンズ１９ａに入光してしまうことがない。
【００７６】
　以上から、簡単な構成にて、被検体内において対物レンズ１９ａの視野方向を容易に直
視方向から斜視方向に切り換え可能であるとともに、照明用レンズ１７から出射された照
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明光が対物レンズ１９ａに入光してしまうことを確実に防ぐことができ、視野方向を切り
換えても明るい視野を確保できる内視鏡用シース１、内視鏡システム１００を提供するこ
とができる。
【００７７】
（第２実施の形態）
　図８は、本実施の形態の内視鏡用シースのシース本体の先端に設けられたプリズムが、
第１の位置まで回動された状態を内視鏡の挿入部とともに示す部分斜視図、図９は、図８
中のIX-IX線に沿ってシース本体及びプリズム、平板レンズのみを断面にして示す内視鏡
システムの部分断面図である。
【００７８】
　さらに、図１０は、図８のプリズムが第２の位置まで回動された状態を内視鏡の挿入部
とともに示す部分斜視図、図１１は、図１０中のXI-XI線に沿ってシース本体及びプリズ
ム、平板レンズのみを断面にして示す内視鏡システムの部分断面図である。
【００７９】
　この第２実施の形態の内視鏡用シースの構成は、上述した図１～図７に示した第１実施
の形態の内視鏡用シースと比して、シース本体の先端を、プリズムとともに平板レンズで
塞ぐ構成を有している点が異なる。よって、この相違点のみを説明し、第１実施の形態と
同様の構成には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【００８０】
　尚、以下に示す本実施の形態においても、内視鏡は、操作部に対して硬質な挿入部が着
脱自在に構成された内視鏡を例に挙げて説明する。
【００８１】
　図８～図１１に示すように、本実施の形態においては、シース本体２の先端は、プリズ
ム３０とともに、プリズム３０に連設された平板レンズ３１によって塞がれた構成を有し
ている。
【００８２】
　平板レンズ３１は、対物レンズ１９ａの光軸及び照明用レンズ１７から出射される照明
光の光軸を偏向することなく通過させる通常の平板レンズであり、基端面が先端面１２ｓ
に当接した状態において、挿入方向Ｓにおいて、先端面３１ｓがシース本体２の先端と面
一致となる厚みに形成されている。
【００８３】
　よって、図８、図９に示すように、内視鏡用シース１の回動に伴い、プリズム３０が対
物レンズ１９ａの前面１９ａｓを覆う第１の位置まで回動された際は、平板レンズ３１は
、先端面１２ｓにおいて、プリズム３０によって覆われた領域以外を全て覆っている。よ
って、平板レンズ３１は、照明用レンズ１７の前面１７ｓを覆うことから、照明用レンズ
１７から出射された照明光は、平板レンズ３１を通過して被検体内に照明される。
【００８４】
　この際、照明用レンズ１７から出射された照明光が平板レンズ３１において反射され、
対物レンズ１９ａに入光されてしまう可能性があることから、図８、図９に示すように、
プリズム３０と平板レンズ３１との間には遮光部材３２が設けられている。
【００８５】
　尚、本実施の形態においても、プリズム３０は第１の位置まで回動された際、対物レン
ズ１９ａの視野方向Ｌ１を、照明用レンズ１７から平板レンズ３１を介して被検体内へと
出射される照明光の光軸側に偏向させる。
【００８６】
　また、図１０、図１１に示すように、内視鏡用シース１の回動に伴い、プリズム３０が
各照明用レンズ１７の前面１７ｓを覆う第２の位置まで回動された際は、平板レンズ３１
は、先端面１２ｓにおいて、プリズム３０によって覆われた領域以外を全て覆っている。
よって、平板レンズ３１は、対物レンズ１９ａの前面１９ａｓを覆うことから、被検体の
像は、平板レンズ３１を通過して対物レンズ１９ａに入光される。
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【００８７】
　この際、照明用レンズ１７から出射された照明光がプリズム３０において反射され、対
物レンズ１９ａに入光されてしまうことが、遮光部材３２によって防がれている。
【００８８】
　尚、本実施の形態においても、プリズム３０は、第２の位置まで回動された際、照明用
レンズ１７から被検体内へと出射される照明光の光束Ｌ２の出射方向を、対物レンズ１９
ａの光軸側に偏向させる。
【００８９】
　また、その他の構成及び作用は、上述した第１実施の形態と同様である。
【００９０】
　このように、シース本体２の先端がプリズム３０とともに平板レンズ３１によって塞が
れた構成においても、上述した本実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００９１】
　尚、以下、変形例を、図１２を用いて示す。図１２は、図９の内視鏡の挿入部の先端面
とプリズム及び平板レンズとの間に間隙が形成されてしまった変形例をシース本体、プリ
ズム、平板レンズのみを断面にして示す内視鏡システムの部分断面図である。
【００９２】
　上述した第１及び第２実施の形態においては、プリズム３０、またはプリズム３０及び
平板レンズ３１は、先端面１２ｓに当接すると示した。
【００９３】
　しかしながら、プリズム３０、またはプリズム及び平板レンズ３１の傾きや、挿入部１
２に対するシース本体２の傾き等により、先端面１２ｓとプリズム３０、またはプリズム
及び平板レンズ３１との間に、図１２に示すようにわずかな間隙４０が生じてしまう場合
があり、間隙４０により、対物レンズ１９ａによって観察された像に、上述した既知のニ
ュートンリングが発生してしまう可能性があった。さらに、間隙４０により、対物レンズ
１９ａや照明用レンズ１７に曇りが発生してしまう可能性があった。
【００９４】
　そこで、図１２に示すように、間隙４０に対し、挿入部１２の外周面１２ｇとシース本
体２の内周面２ｎとの間に形成された間隙からなる液体供給路４１及び該液体供給路４１
に連通する図２に示す内視鏡固定部３に設けられた注入口８を介して、内視鏡１０外から
液体４４が注入されていても構わない。尚、注入口８は、シース本体２に設けられていて
も構わない。
【００９５】
　また、液体４４としては、生体適合性を有するとともに、光透過性を有し透明な液体、
例えば蒸留水や生理食塩水が挙げられる。また、シース本体２の先端は、プリズム３０及
び平板レンズ３１によって塞がれていることから、シース本体２の先端から液体４４が漏
れてしまうことが無い。
【００９６】
　このような構成によれば、間隙４０に液体４４が注入されていることから、液体４４が
間隙４０における光の乱反射を防ぐとともに対物レンズ１９ａや照明用レンズ１７の曇り
を防ぐことができる。
【００９７】
　また、内視鏡１０に内視鏡用シース１を装着した後、間隙４０に液体４４を注入するの
ではなく、シース本体２に液体４４を注入した後、シース本体２を挿入部１２の外周に被
覆しても、図１２と同様の効果を得ることができる。
【００９８】
　尚、その他の効果は、上述した本実施の形態と同じである。
【００９９】
　尚、以下、別の変形例を、図１３を用いて示す。図１３は、シース本体の先端に対し、
シース本体の先端よりも前方に突出するようプリズムを固定した変形例を示す断面図であ
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る。
【０１００】
　上述した第１及び第２実施の形態においては、プリズム３０は、前面３０ｓがシース本
体２の先端よりも後方に位置するようシース本体２内に設けられていると示した。
【０１０１】
　これに限らず、図１３に示すように、シース本体２の先端に対して、該先端から前方に
突出するようプリズム３０が固定されていても構わない。
【０１０２】
　具体的には、シース本体２の先端に形成された段部２ｄに、プリズム３０の基端面から
後方に延出する段部３０ｄを係合固定することにより、シース本体２の先端に前方に突出
するようプリズム３０が固定されていても構わない。また、このような構成においては、
シース本体２の先端に対して、プリズム３０を着脱自在としても構わない。尚、以上の構
成は、平板レンズ３１であっても同様である。
【０１０３】
（第３実施の形態）
　図１４は、本実施の形態の内視鏡用シースのシース本体の先端に設けられたプリズムが
、第１の位置まで回動された状態をシース本体及びプリズム、平板レンズのみを断面にし
て示す内視鏡システムの部分断面図である。
【０１０４】
　この第３実施の形態の内視鏡用シースの構成は、上述した図８～図１１に示した第２実
施の形態の内視鏡用シースと比して、シース本体の先端において、平板レンズの先端面と
プリズムの先端面とが面一致しているとともに、プリズムの基端面に傾斜面が形成されて
いる点が異なる。よって、この相違点のみを説明し、第２実施の形態と同様の構成には同
じ符号を付し、その説明は省略する。
【０１０５】
　図１４に示すように、本実施の形態においては、平板レンズ３１は、上述した第２実施
の形態と同様に、シース本体２の先端において、先端面３１ｓと面一致となる厚みに形成
されているが、プリズム３０’も先端面３０ｓ’が、シース本体２の先端及び先端面３１
ｓと面一致となる厚みに形成されている。
【０１０６】
　さらに、本実施の形態においては、プリズム３０’の基端面３０ｋ’は、光軸を偏向で
きるよう傾斜面に形成されている。
【０１０７】
　具体的には、基端面３０ｋ’は、上述した第１及び第２実施の形態と同様に、図１４に
示すように、プリズム３０’が第１の位置に回動された際には、対物レンズ１９ａの視野
方向を照明光の光束側に偏向させる傾斜面形状に形成されているとともに、プリズム３０
’が照明用レンズ１７を覆う図示しない第２の位置に回動された際には、照明用レンズ１
７から被検体内へと出射される照明光の光束の出射方向を、対物レンズ１９ａの視野方向
側に偏向させる傾斜面形状に形成されている。
【０１０８】
　尚、その他の構成は、上述した第２実施の形態と同じである。
【０１０９】
　このような構成によれば、プリズム３０’の先端面３０ｓ’は、シース本体２の先端及
び平板レンズ３１の先端面３１ｓと略同一面となっていることから、シース本体２の先端
に段差が生じなくなるため、シース本体２をトロッカー等に挿入する際、シース本体２の
先端が引っ掛かり難くなるため、シース本体２の挿入性が向上する。
【０１１０】
　尚、その他の効果は、上述した第２実施の形態と同じである。
【０１１１】
　また、上述した第１～第３実施の形態においては、内視鏡は、操作部に対して硬質な挿



(14) JP 5988807 B2 2016.9.7

10

20

入部が着脱自在に構成された内視鏡を例に挙げて説明したが、これに限らず、可撓性を有
する挿入部を具備する内視鏡や、操作部と挿入部とが一体的な内視鏡や、挿入部に湾曲部
を有する内視鏡等、挿入部の先端面に、対物レンズと照明用レンズとが設けられた内視鏡
であれば、どのような内視鏡であっても適用可能である。
【符号の説明】
【０１１２】
　１…内視鏡用シース
　２…シース本体
　３…内視鏡固定部
　６…カム溝（回動位置固定機構）
　１０…内視鏡
　１１…操作部
　１２…挿入部
　１７…照明用レンズ（照明光出射部材）
　１７ｓ…照明用レンズの前面
　１９ａ…対物レンズ
　１９ａｓ…対物レンズの前面
　３０…プリズム
　３０’…プリズム
　３１…平板レンズ
　３２…遮光部材
　４１…液体供給路
　１００…内視鏡システム
　Ｓ…挿入方向

【図１】 【図２】
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物镜上并且提供用于内窥镜的护套，即使在切换观察方向时也能够确保
明视场。 在鞘主体2的远端处的棱镜30中，形成一个尺寸为至少覆盖物
镜19a的前表面19as连同目标，与鞘体2的旋转，覆盖前19as位于视透镜
19a的视场内的第一位置，可旋转以位于所述视物镜19A，棱镜30的领域
之外的第二位置，在棱镜30可在第一位置当它旋转时，物镜19a的视场方
向，从上发射到被检体的照明光的光轴侧的照明透镜17偏转。 点域5
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